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根岸地区 

２．地区の居住者特性 

 

2.1 根岸駅に近い東町、西町は、マンションに住む世帯

が多く、子育て世代が多い 

1）3 階以上の共同住宅に居住する世帯の比率は、東町

で 76.0％。西町で 73.6％であり、区の平均（51.6％）

を大きく上回っています。 

2）持家に住む世帯の比率は、東町で 66.0％、西町で

69.0％と高くなっています。高層の共同住宅が多い

ことから、分譲マンションが多いと考えられます。 

3）根岸線に沿った東町、西町、原町は、生産年齢人口 

 の比率が高くなっています。東町 63.6％、原町 68.3％、

西町 64.6％であり、区の平均 61.4％を上回っていま

す。 

4）東町は、40 歳代後半と 60 歳代後半の比率が高い年

齢構成になっています。20歳台前半が転入増加し、

25～34歳が転出し減少する傾向がつづいています。

平成 23〜28 年の期間は、35～44 歳とその子供が転

出減少する傾向が強くなり人口が減少しました。 

5）西町は、40歳代前半の比率が高い年齢構成になって

います。平成 17 年に人口が急増し、平成 27～28 年

にも人口増加がみられました。 

平成 23～28 年の期間でみると 20 歳代の転入が多か

ったことがわかります。 

6) 平成 27年以降、原町や坂下町でも、人口や世帯数が

増加する傾向がみられます。 

 

2.2 根岸の台地と堀割川の間の市街地は、戸建て住宅 

   や低層の共同住宅が多く高齢化が進んでいる 

1）戸建て住宅に居住する世帯の比率は、上町は 51.5％、

馬場町は 56.5％であり区の平均（36.4％）を上回ってい

ます。 

 この他、下町、馬場町では、1,2階建ての共同住宅に

住む世帯が多くなっています。下町で 30.8％、馬場

町で 25.3％を占めています（区平均は 10.7％）。 

2）根岸地区では、民間の賃貸住宅に住む世帯の比率が高

く、原町で 45.6％、下町で 41.8％と特に高くなっていま

す。この他、馬場町 32.5％、坂下町 26.6％、上町

36.9％と高い比率になっています。（区平均は

22.1％） 

3）戸建て住宅や、低層の共同住宅が多い馬場町、坂下

町、下町で、人口密度が 100人/ha を超えています（区

の平均は約 89 人/ha、市の平均は約 86 人/ha。高層

の共同住宅が多い東町、西町でも人口密度は高く 140

人/ha を超えている）。 

4）馬場町、下町では、高齢化率がいずれも高くなって

います。馬場町では 30.1％、下町では 30.4％と高く

なっており、区の平均 26.6％を上回っています。 

また、馬場町、下町では 75 歳以上の高齢者の比率

も高くなっています。馬場町 15.5％、下町 16.1％

であり、区の平均 12.8％を上回っています。 

 また、国勢調査の結果によれば、世帯総数に占め

る一人暮らしの高齢者の世帯の比率は区の平均で

13.2％となっています。この比率も馬場町で

17.7％と高くなっています。 

 

2.3 人口や世帯数は安定した状態が続く。生産年齢

人口は安定化するが、75歳以上の高齢者が増える  

1）生産年齢（15～64 歳）の人口は緩やかな減少傾向

にありましたが安定化する傾向が見られます。 

2）生産年齢人口に含まれる 25～39歳の子育て世代に

減少傾向が見られる地区が多い中、根岸地区では

25～39 歳の人口減少傾向が安定化し増加に変わる

傾向が見られます。 

3）今後、高齢者になる人口が減少するため、高齢者の

増加傾向は鈍化します。しかし 75 歳以上の高齢者に

なる人口が今後も増えるため、少なくとも今後 10年間

は 75 歳以上の人口は増加し続けると考えられます。 
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